
防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888

投稿は①氏名（PN の場合はふりがなも）②住所③電話番号④作品を明記し、 メール（mashiki890@gmail.com）、はがきで役場広報係に送ってください。締切は毎月 10 日（必着）。

末
武 

侑
子
　
選

短 

歌

小
春
　
選

俳
句 
川
柳

益城の文芸

●いじめについて
益城町いじめ電話相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400

同和問題、障がい者・女性・子どもの人権問題、
人権に関する法律相談など、各種人権に関す
る相談窓口は、町ホームページ「人権につい
ての電話による相談窓口」をご確認ください。

人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

Vol.541 「相手を思いやること」

る研修会で講師か
ら聞いた話です。

　講師は、聴覚に障がいのある人とのより良い
コミュニケーションのため、手話を学習された
そうです。しかし、実際に手話で話しかけたと
ころ、「人前では、手話を使って話しかけないで
ほしい」と相手から伝えられたといいます。講
師は、相手を思いやった上での行動でしたが、
かえって不快な思いをさせてしまったのではな
いかと語られていました。
　相手を思いやり、その感情を推し量って行動
することは非常に重要です。また、手話が聴覚
に障がいがある人にとって貴重なコミュニケー
ションツールであることは間違いありません。
では、なぜ相手は人前での手話の使用を望まな

あ かったのでしょうか。
　その背景には、現在の社会における障がいの
ある人への偏見や差別が考えられます。施設の
バリアフリー化が進むなど、以前に比べ環境面
では改善が見られるものの、人々の意識や関わ
り方はどうでしょう。障がいがあることを他者
に知られたくないと思わせる状況が、依然とし
て存在していることを示唆しているのではない
でしょうか。
　相手を思いやるとき、その人の気持ちを想像
するだけでなく、その背景にまで目を向けると、
社会的な課題が見えてくることがあります。日
頃から人権の視点を持つことは、そうした課題
に気づくことにつながり、誰もが安心して暮ら
せる社会づくりへの一歩となるでしょう。

令和 8 年 町内の
事故・事件の発生状況

事故・犯罪
区分 4 月中 累計

人身事故 2 21

物損事故 68 273

空  き  巣 0 0

自販機狙い 0 0

万  引  き 2 7

オートバイ盗 0 0

自転車盗 1 3

車上狙い 0 0
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令和 8 年
町内の火災等発生状況

問

発生区分 4 月中 累計

火災

建物 1 1

車両 0 0

林野 0 1

その他 0 1

警戒出動 1 4

救急出動 136 595

救助出動 0 2

　

夏
場
は
、
海
や
川
へ
と
出
か
け
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
は
魅
力
的
で

す
が
、
一
方
で
、
毎
年
多
く
の「
水
難
事
故
」が

起
き
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
命
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・「
立
入
禁
止
」の
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

・
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い
。

・
単
独
行
動
を
避
け
る
。

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
海
や
川
に
入
ら
な
い
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
。

・
連
絡
手
段
の
確
保
。

■
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
場
合

　

目
の
前
で
人
が
溺
れ
て
い
て
も
、
決
し
て
水

に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

浮
き
具
、
ロ
ー
プ
な
ど
、
身
の
回
り
に
あ
る
も

の
を
活
用
し
、
陸
上
か
ら
救
助
し
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
大
声
で
助
け
を
呼
び
、
す
ぐ
に
１
１
９

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
静
な
行
動
が
二
次

被
害
を
防
ぎ
、
あ
な
た
自
身
の
命
を
守
り
ま
す
。

水
難
事
故
に
注
意
！　
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ン
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ー
ネ
ッ
ト
通
信
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売
に
お
け
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」に
関
す
る
相
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が
数
多
く
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せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
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ど
を
見
て
商
品

を
一
回
だ
け
購
入
し
た
つ
も
り
が
、
い
つ
の

間
に
か
定
期
購
入
と
な
っ
て
い
た
。
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注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
着
払
い
で
届
い
た　

た
め
、
と
り
あ
え
ず
代
金
を
支
払
い
、
商
品

を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
定
期
購
入
に
申

し
込
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次
々
と
商

品
が
送
り
つ
け
ら
れ
て
き
た
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

購
入
す
る
際
は
、「
お
得
」、「
今
日
だ
け
」と
い
っ

た
広
告
表
示
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
契
約
条
件
を

き
ち
ん
と
確
認
し
、
納
得
し
た
上
で
購
入
し

ま
し
ょ
う
。

・�

不
信
に
感
じ
た
場
合
や
不
安
な
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合
、
ま
た

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際
に
は
、
す
ぐ
に
消
費

生
活
相
談
室
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
い
つ
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友
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誘
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き
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す
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訓く

に
子こ

水
ぬ
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む
空
気
の
色
も
輝
き
て
散
歩
の
足
も
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く
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む
よ　
　
　
　
　
　
西
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か
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ず
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ル
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ど
ひ
い
孫
の
笑
顔
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ぶ
し
き
入
学
式
な
り　
　
惣
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島し
ま
田だ　
葊ひ

ろ
子こ

新
学
期
桜
ひ
ら
ひ
ら
舞
う
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を
黄
色
い
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の

列
弾
み
ゆ
く　
　
　
　
　
惣
領　
新あ
ら
居い　
露つ

ゆ
子こ　
　

桜
散
り
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ま
ば
ら
な
田
舎
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な
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な
た
ん
ぽ

ぽ
野
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は
に
ぎ
わ
う　
　
木
山　
赤あ
か

城ぎ　
香か
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り
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許
得
し
孫
娘
の
初
運
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母
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ド
ラ
イ
ブ

と
い
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安
永　
守も
り
住ず

み　
孝た

か
子こ
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